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令
和
元
年
度
総
会
開
催 

  

石
垣
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
令
和
元
年
度

総
会
が
、
去
る
五
月
二
五
日
に
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

 

 

総
会
は
大
松
理
事
長
の
挨
拶
に
続
き
、
中
山
石
垣 

市
長
、
平
良
石
垣
市
議
会
議
長
、
翁
長
県
連
合
会
会

長
の
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

◎ 

平
成
三
十
年
度
事
業
報
告 

審
議
は
議
長
に
石
垣
博
史
氏
を
選
任
し
た
後
、
古

謝
事
務
局
長
の
事
業
報
告
で
始
ま
り
ま
し
た
。 

概
要
の
中
で
、
毎
月
一
回
の
安
全
集
会
の
開
催
、

巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
の
回
数
増
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、

事
故
件
数
が
二
件
と
前
年
度
に
比
べ
三
件
の
減
と
な

っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

以
下
事
業
実
施
報
告
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

一
．
受
託
事
業
実
績 

 

①
会
員
数 

三
七
〇
人 

②
新
規
入
会
者 

三
五 

人 

③
就
業
延
べ
人
数 

二
万
八
〇
三
七
人
／
日 

④
受
注
実
績 

一
億
四
六
八
四
万
〇
四
九
四
円 

二
．
労
働
者
派
遣
事
業
実
績 

①
就
業
延
べ
人
数 

 

三
七
五
人
／
日 

②
労
働 

者
派
遣
事
業
実
績 

一
五
〇
万
一
〇
二
八
円 

三
．
講
習
会
の
実
施 

 

①
講
習
会
数 

二
回 

②
受
講
者
数 

一
二
四
名 

四
．
就
業
分
野
の
開
拓
・
拡
大 

 

①
開
拓
日
数 

一
六
六
日 

②
訪
問
件
数 

一
六 

三
二
件 

五
．
相
談
・
情
報
提
供 

 

入
会
説
明
会
・
相
談
会
の
開
催 

年
間
二
一
回 

六
．
運
営
体
制 

 

①
定
時
総
会
の
開
催 

一
回 

②
理
事
会
の
開
催 

 

四
回 

③
そ
の
他
必
要
な
会
議
の
開
催
（
広
報
部 

会
開
催
六
回
、
事
業
部
会
開
催
二
回
、
総
務
部
会 

開
催
三
回
） 

 
 

 

◎ 

令
和
元
年
度
事
業
計
画 

一
．
基
本
理
念 

 

石
垣
市
に
居
住
す
る
高
齢
者
が
自
主
的
な
組
織 
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参
加
と
労
働
能
力
の
発
揮
に
よ
り
、
組
織
の
基
本 

理
念
「
自
主
・
自
立
、
共
働
・
共
助
」
の
も
と
に 

セ
ン
タ
ー
の
発
展
を
推
進
し
、
地
域
の
担
い
手
と 

し
て
高
齢
者
の
活
力
及
び
地
域
社
会
の
活
力
向
上 

を
目
指
す
。 

二
．
基
本
方
針 

⑴ 

高
齢
者
の
入
会
促
進
と
社
会
参
加
を
促
進
す 

る
た
め
、
就
業
機
会
の
確
保
拡
大
に
努
め
る
。 

 

⑵ 

安
全
・
適
正
就
業
の
推
進
に
努
め
る
。 

 

⑶ 

組
織
強
化
及
び
活
性
化
を
図
る
と
と
も
に
、 

財
政
基
盤
の
強
化
に
努
め
る
。 

 

⑷ 

公
益
法
人
と
し
て
、
公
益
目
的
事
業
の
着
実 

な
実
施
と
法
に
準
拠
し
た
運
営
に
努
め
る
。 

三
．
実
施
計
画 

⑴
雇
用
に
よ
ら
な
い
臨
時
的
か
つ
短
期
的
な
就
業 

ま
た
は
そ
の
他
の
軽
易
な
就
業
機
会
の
提
供 

① 

受
託
事
業 

⑵
雇
用
に
よ
る
臨
時
的
か
つ
短
期
的
な
就
業
ま
た 

は
そ
の
他
の
軽
易
な
就
業
機
会
の
提
供 

① 

有
料
の
職
業
紹
介
事
業 

 

② 

労
働
者
派
遣
事
業
（
シ
ル
バ
ー
派
遣
事
業
） 

 

⑶
臨
時
的
か
つ
短
期
的
な
就
業
ま
た
は
そ
の
他
の 

軽
易
な
業
務
に
係
る
就
業
に
必
要
な
知
識
及
び

技
能
を
付
与
す
る
た
め
の
講
習
会 

 

⑷
右
記
⑴
か
ら
⑶
の
事
業
を
推
進
す
る
た
め
の
諸 

活
動
及
び
そ
の
他
の
社
会
活
動
を
推
進
す
る
た 

め
の
諸
活
動 

① 

普
及
啓
発 

② 

安
全
・
適
正
就
業
推
進 

③ 

調
査
研
究 

④ 

就
業
分
野
の
開
拓
・
拡
大 

⑤ 

企
画
提
案
方
式
事
業 

⑥ 

相
談
・
情
報
提
供 

⑦ 

社
会
参
加
活
動
の
推
進 

四
．
運
営
体
制 

 

① 

会
議 

定
時
総
会
・
理
事
会
の
開
催
・
そ
の
他
必
要 

な
会
議
の
開
催 

② 

事
務
局
体
制
の
充
実 

 
 

セ
ン
タ
ー
の
事
業
運
営
に
は
事
務
局
体
制
の

充
実
が
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
事
務

局
職
員
の
資
質
向
上
を
図
る
。 

 
 

◎ 

役
員
の
選
任 

 

令
和
元
年
定
時
総
会
終
結
か
ら
令
和
三
年
定
時 

総
会
終
結
の
時
ま
で
の
、
石
垣
市
シ
ル
バ
ー
人
材 

セ
ン
タ
ー
理
事
及
び
監
事
が
次
の
よ
う
に
選
任
さ 

れ
ま
し
た
。 

 
理
事
長 

 

大
松 

安
元 

 

副
理
事
長 

知
念 

永
一
郎 

 
 

理
事 

 

下
地 

勝 

 
 

理
事 

 
名
嘉
地 

長
昭 

 
 

理
事 

 
辻
野 

信
行 

 
 

理
事 

 

中
川 
栄
治 

 
 

理
事 

 

田
村 
治
義 

 
 

理
事 

 

大
浜 

勝
彦 

 
 

理
事 

 

赤
嶺 

ヨ
シ
子 

 
 

理
事 

 

仲
大
盛 

有
貴
江 

 
 

理
事 

 

松
山 

洋
美 

 
 

監
事 

 

上
原 

博 

 
 

監
事 

 

石
垣 

博
史 

 

令
和
元
年
度
総
会
の
後
、
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

に
於
い
て
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
参
加
人
数
は
四
八
名
で
、
お
忙
し
い
中
平
良

議
長
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
暑
さ
の
中
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

優
勝
は
男
子
の
部
は
大
浜
勝
彦
さ
ん
、
女
子
の
部

は
下
里
初
子
さ
ん
で
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
ホ
ー
ル
イ

ン
ワ
ン
賞
が
十
四
名
と
好
成
績
の
中
、
無
事
終
了
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 
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広
報
部
会 

 

中
尾
裕
さ
ん
の
趣
味
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

 

中
尾
さ
ん
は
平
成
十
六
年
に
大
阪
か
ら
移
住
し
、

シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー
で
働
く
か
た
わ
ら
、
亜
熱
帯
植

物
に
興
味
を
持
た
れ
て
い
ま
す
。
特
に
マ
メ
科
の
植

物
の
成
長
過
程
な
ど
を
観
察
さ
れ
写
真
に
収
め
、「
八

重
山
の
マ
メ
蔵
」
も
発
行
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
か

ら
マ
メ
科
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。 

  

石
垣
島
の
マ
メ
科
の
植
物 

中
尾 

裕 

◎ 

デ
イ
ゴ
の
花
弁 

 

皆
さ
ん
は
デ
イ
ゴ
が
マ
メ
科
の
植
物
だ
と
知
っ
て

ま
し
た
か
？
種
子
の
色
は
木
に
よ
っ
て
色
々
で
す
が
、

旧
八
重
山
病
院
の
東
入
口
の
デ
イ
ゴ
の
豆
は
金
時
豆

の
よ
う
な
綺
麗
な
色
で
す
。 

 

マ
メ
科
の
植
物

の
花
は
五
弁
で
す

が
、
そ
の
形
は
変

形
し
て
い
て
五
弁

花
・
蝶
形
（
ち
ょ

う
が
た
）
花
・
球

状
花
な
ど
色
々
で

す
。
球
状
花
は
、

あ
の
長
い
雌
蕊

（
め
し
べ
）
の
根

元
に
小
さ
な
五
個

の
粒
が
見
え
ま
す
。

そ
れ
が
花
弁
で
す
。 

 

デ
イ
ゴ
は
真
ん
中
の
旗
弁
（
き
べ
ん
）
が
特
に
大

き
く
な
り
、
翼
弁
・
竜
骨
弁
は
そ
の
根
元
に
小
さ
く

な
り
合
着
し
て
い
ま
す
。 

 

私
達
が
下
か
ら
眺
め
る
デ
イ
ゴ
の
花
は
、
旗
弁
の

連
な
り
で
す
。 

◎ 

ヒ
メ
モ
ダ
マ
の
蔓
（
つ
る
） 

 

植
物
に
は
直
立
性
と
蔓
性
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。 

 

①
蔓
性
に
も
成
長
点
の
部
分
が
右
撚
（
よ
）
り
に

成
長
し
、
他
の
植
物
に
右
巻
き
に
巻
き
つ
き
伸
び
て

い
く
も
の
や
、
②
他
の
植
物
に
巻
き
付
か
ず
枝
の
間

に
逆
棘
（
さ
か
と
げ
）
を
引
っ
掛
け
己
を
固
定
す
る

も
の
、
③
地
面
を
匍
匐
（
ほ
ふ
く
）
し
て
広
が
る
も

の
が
あ
り
ま
す
。
④
ヒ
メ
モ
ダ
マ
は
成
長
点
が
右
撚

り
・
左
撚
り
を
交
互
に
繰
り
返
し
伸
び
、
他
の
木
の

枝
に
の
し
か
か
り
、
若
葉
の
こ
ろ
葉
の
先
に
あ
る
巻

き
髭
で
他
の
木
の
枝
に
巻
き
付
き
、
そ
の
葉
柄
は
役

目
を
終
え
、
体
位
の
保
持
の
た
め
力
強
く
太
く
な
り

ま
す
。 

 

お 

知 

ら 

せ 

★
主
要
行
事
予
定 

 

 

◎ 

石
垣
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
安
全
・
適 

正
就
業
推
進
大
会 

場
所 

市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
集
会
室 

日
時 

令
和
元
年
七
月
二
十
二
日 

九
時 

★
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
生
甲
斐
作
り 

会
員
募
集 

楽
し
く
一
緒
に
働
い
て
み
ま
せ
ん

か
？
地
域
の
た
め
に
！ 

入
会
説
明
会
：
毎
月
十
日
（
土
日
・
祝
日
は
繰 

上
）
午
前
十
時
～
事
務
所
に
て 

問
合
せ
先
：
石
垣
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー 

 
 

今
号
は
令
和
元
年
度
総
会
の
内
容
及
び
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
て
お
り
ま
す
。 

 

本
州
の
各
地
域
で
は
、
五
月
と
し
て
は
記
録
ず
く

め
の
猛
暑
日
が
続
き
ま
し
た
が
、
当
セ
ン
タ
ー
会
員

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
梅
雨
時
の
天
候
不
順

や
暑
さ
に
負
け
ず
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
さ
れ
ま
す

よ
う
期
待
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 

広
報
部
会 

 

 

【
編
集
発
行
】 

公
益
社
団
法
人 

 
 

石
垣
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー 

 
 

〒
９
０
７-

０
０
０
２ 

 
 
 

沖
縄
県
石
垣
市
真
栄
里
４
０
２
番
地 

☎
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
９
８
０-

８
３-

８
４
３
９ 

☏
Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
９
８
０-

８
３-

８
４
５
９ 

 

 


